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緒
　
言

二
〇
一
一
年
に
生
誕
五
四
〇
年
を
迎
え
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
豊
か
な
構

想
力
、
清
新
な
現
実
描
写
、
外
部
か
ら
の
刺
激
を
積
極
的
に
学
ん
で
生
か

す
進
取
の
気
性
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術

の
進
展
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
近
現
代
に
至
っ
て
も
、
彼
の
芸
術
は

な
お
多
く
の
美
術
家
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
源
と
な
り
、
ま
た
、
美
術

の
領
域
に
留
ま
ら
ず
、
ド
イ
ツ
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
あ
る
い
は
消

費
社
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
時
代
と
と
も
に
歩
み
続
け
て
い
る
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
か
ら
広
が
る
創
造
的
受
容
の
世
界

を
、
約
五
〇
〇
年
に
亘
っ
て
概
観
し
、
そ
の
多
様
な
可
能
性
や
、
現
代
ま

で
つ
な
が
る
造
形
お
よ
び
造
形
思
想
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
考
え
る
試
み

で
あ
る
。
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
の
大
き
な
転
換
を
考
慮
し
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー

の
同
時
代
か
ら
十
八
世
紀
ま
で
を
第
一
部
近
世
、
十
八
世
紀
末
以
降
を
第

二
部
近
現
代
と
す
る
二
部
構
成
と
し
て
い
る
。
西
洋
文
明
の
圧
力
を
受
け

止
め
た
近
代
日
本
を
含
め
、
五
〇
〇
年
の
時
空
を
縦
断
す
る
こ
と
で
、
一

粒
の
麦
が
多
彩
な
糧
を
生
む
文
化
の
営
み
の
一
端
を
紐
解
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。（
大
原
ま
ゆ
み
）

特
集
：「
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
史
五
〇
〇
年
」（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
は

明
治
学
院
大
学
文
学
部
芸
術
学
科
・
言
語
文
化
研
究
所
・
国
立
西

洋
美
術
館
共
催
の
も
と
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
で
あ
る
。

日
時
：
二
〇
一
〇
年
十
一
月
十
三
日
（
土
）

場
所
：
明
治
学
院
大
学
白
金
校
舎
二
号
館
二
三
〇
一
番
教
室


